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　私たちは、毎日何かしらの地図を目にしています。日
常生活の中に溶け込んでいる地図を学びの中でもっと
活用することが出来ないだろうか？学びを深めるために、
社会科以外の教科でも地図を活用できないだろうか？
図書館司書としては、小学生の時から地図を楽しむ方
法を知ってほしいと常々思っていました。
　また学校図書館は、資料の利用を促すという役割が
あります。事典や新聞は利用する場面がありますが、地
図の活用は十分ではありませんでした。地図に関連す
る学習では、３年生の地図記号クイズや６年生の鎌倉
学習でグーグルマップを利用することはありました。で
もやはり、子ども一人一人が地図帳を広げてじっくり読
む時間を取りたい。しかしどのような学習展開が出来る
か残念ながら分からずにいました。
　そんな中、夏の研修案内の中に、「マップスキル講
座」を見つけ、何かヒントが得られるかもしれない。地
図の初心者でも理解できる内容らしい。と期待を込め
て参加することにしました。2016年2017年と２年続け
て講座を受け、講師陣の素晴らしさ、地図利用の切り
口の多様さ、そして理解を深めるため助言をいただく
など、本当に実りの多い研修会でした。「マップスキル
講座」で紹介された地図活用も多様で、主題を持った
地図製作・ハザードマップ・今昔地図・分布図・観光情
報・他教科での活用など･･･その学びの広さに大変驚き
ました。中でも主題を持った地図製作で講師より「他
の人が同じ条件で製作しても再現できる、再現性を持
つ」というお話に、科学の実験考察と繋がる学問の共
通性を知ることが出来ました。
　地図学習のヒントが得られればと考えて参加した私
でしたが、求める以上に得ることが多く、受講後は、こ
の楽しさを子ども達に伝えようと、すぐに学校図書館で
地図帳を40冊（１クラス分）購入しました。
　地図帳が届くと、３年生が国語科の「世界の昔話を読
み広げる」という単元で学校図書館を利用することにな
り、早速昔話の国探しをしました。全員で地図帳を広げ、

日本との時差を確認して、ヨーロッパや北米、南米、アジ
アの中から知っているお話の本を探しました。さらに、一
人１冊ずつ外国の昔話を見つけ、作者の名前やどの国の
お話かを調べて読み始めました。昔話が生まれた場所
を地図上で探すのは、国や地域を学習していない３年生
には難しい場面もありましたが、皆で地図帳を広げ、国
の名前が飛び出す楽しい時間になりました。
　６年生が日光東照宮に出かける事前学習として、世
界遺産を調べる活動を行いました。その際にもまず、百
科事典を使って「世界遺産」の定義と概要を押さえた
後、国内で世界遺産に登録されている地域を確認しま
した。６年生の児童には、国内の世界遺産から一つを
選び、ツアーコンダクターになってガイドをするための資
料作りを課題に出しました。何を使って移動するか、見
どころはどこか？など地図を開いて確認することから始
めました。まだまだ未熟ではございますが、これからも
色々な教科との連携の中で、地図活用を進めていけれ
ばと思います。
　結びになりましたが、このような素晴らしい学びを教
えてくださいました「マップスキル講座」の皆様の益々
のご活躍を祈念いたしますと共に、これからもより一層、
地図学習の魅力をご教示いただければと思います。あ
りがとうございました。

「実践マップスキル講座」への参加を通して
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　小学校の社会科教育の中で、一番多くの時間学習を
するのは地理である。しかし、大学生になるまで地理
を主として勉強することがなかった私にとって、教育現
場における地理の授業に関する知識は決して多くはな
い。そんな私でも、「地図」の活用が大切であることは
理解できる。だが、その使い方とは？いつ使えば？適切
な「地図」の活用方法を私は知らなかった。
　そんな時、とある教育情報誌を読んでいると「実践
マップスキル講座」というイベントがあることを知った。
「実践」という文字に興味をひかれ、ホームページでど
のような先生方を講師に招いているのかを調べてみた。
すると、私が大学の卒業論文を書く際に読んでいた本
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を執筆されていた方々ではないか。この講座なら、地図
を活用した授業の引出しを増やせるのではないか。こ
のとき私はこの講座への参加を決めた。
　当日、岩本先生のアクティビティでは、『身近な地域』
の学習題材を探そうということで、実際に外に出て東
京ガーデンパレス周辺を歩いた。周辺には大きな道路
や線路が通っている反面、古くからの建物が多く、道も
入り組んでいる。普段、何気なく歩いていては見過ごし
てしまいそうな看板や標識、建築に目を向けることがで
き、多くの発見があった。これが社会科の授業で行う
「町探検」での発見の感覚と同じなのではないか、と
感じるともに、実際に自分の足で歩き、五感で感じるこ
との大切さを再認識した。
　寺本先生のアクティビティでは、観光教育というこれ
までに自分の知らない観点から地図を見ることができ
た。その第一歩が、見開きの世界地図を用いての小旅
行であった。人差し指を自身に置き換え、地図上で小旅
行に出かける。寺本先生の楽しい話術も相まって、とて
も楽しい活動となった。これなら授業の始まり数分に取
り入れることができ、子どもたちが楽しんで学習できる
のではないかと感じた。
　田部先生のアクティビティでは、ドットマップを用い
た活動が印象的であった。ハンコ屋さんに特別に作っ
てもらったピンを用いて、地図上にドットを記入してい
く。地味な作業ではあるが、これが意外と楽しくなって
くる。子どもたちがやったら、黙 と々活動しそうだと思
った。また、ドットマップは農業や工業の単元における
生産量や輸入量、輸出量など様々なものに応用ができ
るように感じた。講座の後、実際に５年生の工業に関す
る単元において実践してみたところ、子どもたちは集中
してドットマップ作りに取り組み、視覚的に統計の内容
を考えることができていた。
　大西先生のアクティビティでは、「新旧地形図の比較
を通じた身近な地域の理解」ということで、新・旧地形
図を比較することで災害への対応を考察した。東日本
大震災以降、安全教育は今まで以上に大きく取り扱わ
れているように感じる。小学校の社会科では5年生の
後半に震災に関する単元が見られる。その中で地図を
用いた授業を行うことは、自分の身を守るだけでなく、
地域の人 と々共助していくためにも必要な力が身につい
ていくように考えられる。今後地図を用いた安全教育
を行うためのとてもよい参考となった。
　今回の講座に参加させていただき、本当によかった
と心から感じている。講師の先生方は、最先端で研究
を続ける方々であり、それを教育現場に取り入れようと
して下さっている。自分の地図活用の引出しが増えた
だけでなく、自らも研究していくための意欲がわいてき
た。今後も子どもたちが楽しんで「地図」を用いた学習
ができるよう努めていきたい。
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北区立飛鳥中学校　矢吹さな江
　「Think	Globally.	Act	Locally.」という言葉がある。
この研究会を振り返って思い浮かんだのは、この言葉
だった。
　まず初めの田部俊充先生のアクティビティでは、「ア
ジア州の人口ドットマップづくり」を行った。爪楊枝のよ
うな形態のドット棒。それを使っての主題図づくり、完
成してみると達成感があった。作ってみると、熱帯と温
帯に人口が集中していることが一目でわかる。「凡例」
の大切さもわかる。データの空間的な広がりを実感し
た。
　次の「教科を超える地図利用」では、滝廉太郎の名
曲「花」の歌詞の中にある「かい」は、のどかな渡し船
の船具ではなかったことに驚いた。古地図で調べると、
ここでは漕艇競技の大会がさかんに行われていた。早
稲田や慶応の大学生達が漕艇競技に使っていた「オー
ル」がこの「かい」である。この曲は、美しい花、力強く
こぐ大学生、勢いよく上がる水しぶき、ここにあるすべ
ての生命の一瞬のきらめきを表現している。中学校の
歴史では、この「花」と「大学教育」は「近代文化」とし
て同じ時間に学習する。生徒がこの「近代文化」を視
覚的にとらえる良い材料となった。
　次の岩本廣美先生のアクティビティは、「ブラ○○○
～御茶ノ水編～」だった。「暑い！」「暑い！」とぼやき
ながらの集団散歩だったが、湯島聖堂の屋根にたくさ
んいる「動物」に癒され、神田明神から見える「台地の
へり」に感動して、終わるころには、「もうちょっと歩い
てもいいかなあ。」なんて思っている自分がいた。
　次の寺本潔先生のアクティビティは、「観光客の目線
で地図を見ると・・・」というものだった。「自分の分身
が旅をする」というシチュエーションもおもしろかった。
2020年に向けて観光立国を目指す日本にとって、この
ような視点をもつことは必要なことだ。
　次の大西宏治先生のアクティビティからは、昔や現在
の地図の色分けやハザードマップの利用によって、地域
の変化に気づき、防災意識を高める方法を学んだ。
　最後の次山信男先生の講演からは、「地図は何のた
めにあるのか」という問いをいただいた。生徒たちとと
もに追及していきたい。
　地図の積極的な活用によって世界や日本を大観しな
がら、その良さを発見していく。その良さを未来に受け
継いでいくために何ができるかを考え、身近な地域で
行動していく。そんな風に思うことができた研究会だっ
た。講師の先生方、本当にありがとうございました。




